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 能登の山里里海に陽光が差す日が徐々に増えてきました。やすらぎ穴水教室近くの学校のグラウ

ンドからは、春を待ちわびる子どもたちの元気な声が聞こえてきます。 

それぞれの学校では、年度末で慌ただしさが増していることと思います。児童・生徒たちは、今

年度の様々な出来事や行事を思い出しながら、わくわくした気持ちで新学年・新学期を待ち望んで

いることでしょう。そんな中、いろいろな思いが胸をよぎり、なかなか学校に足が向かない人がい

るかもしれません。時には自分のペースで時間を過ごすことも大切です。そんな時はやすらぎ教室

を居場所のひとつとして考えてみてください。 

スクールソーシャルワーカーより 
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能登半島地震から２年が経過し、３年目に突入した現在、当町の人口も地震前から比べると 700

人余りの減となり、世帯数も 240 弱が減っています。「人との繋がりから支援が繋がる、人でない

とできない支援がある」そんな想いを掲げ、今はまだ外部の支援者も穴水町に留まってくれて住

民お一人お一人に丁寧な支援を続けて下さっていますが、発災後 2年が経っても「支援してもら

って当たり前」の状態になりつつある住民、被災者感から抜け出せない住民が潜在化していま

す。先日、フードドライブの地域住民の助け合い活動で、ご家庭で利用しない食品の寄付を募

り、生活に困窮している方々にお渡ししようと、プルートに食品回収箱を設置したのですが、入

っていた食品数個が１日で空になるという事態がおきました。もちろん、発災当初は誰かの手助

けを借りないと前に進めません。でもいつか自分たちの足で立って歩いて行かないといけない時

期が来ます。今すぐ自立していくその時期だとは言えないですが、ちょっとずつ一歩ずつでも自

分で歩みを進めていくことを考えていく時期には来たようです。   （ＳＳＷ 橋本 美鈴）                  

 

 

 



１２月～２月 利用状況（のべ相談件数と通室児童生徒） 

 来室相談 ＳＣ等相談

（教室外） 

ＳＣ等相談 

（教室内） 

電話・メー

ル相談 

合計 通室生 

１２月 １ １ ０ １ ３ １ 

１月 ０ ５ ０ ０ ５ １ 

２月 ０ ２ ０ １ ３ １ 

やすらぎ穴水教室について 

 

 

 

 

１年を終えて 

 

・ 「のと鉄道」の穴水駅・バスターミナルから徒歩５分の閑静な住宅街の中にあります。 

・静かな環境で集中して勉強や読書ができ、花や野菜の世話をすることもできます。 

・すぐ横をトコトコ走る列車の音が、心をなごませてくれます。 

 

・ 

 ・通室生の所属校と情報を共有し連携することで、通室支援を続けることができました。 

・ＳＣ、ＳＶ、ＳＳＷから様々な情報を得て、相談をしながら業務を遂行できました。 

・「羽ばたき」（保護者の会）の講演会や懇談会で、保護者の想いに寄り添うことができました。 

 


